
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

「私は正しい」ということを主張するとき、それは、「あなたは間違って

いる」と言っていることになってしまいます。そんなつもりはなかった、

正しいことを分かってほしいのだと思いながら、相手を否定してしまうと

きがあります。言われた方としては、いい気持ちはしません。 

人間社会を生きていくうえで、事実の確認をする、記憶の確認をする、

ルールの確認をする、など、正しいことと間違っていることは、おそらく

あるのでしょう。 

でも、大切なのは、目の前の人との関係です。どちらが正しくて、どち

らが間違っているかという関係は、争いを招き、傷つけあう結果になって

しまいます。 

人は間違えます。間違ってばかりです。そのことを目の前の人から教え

られます。「正しい」と主張し合うような関係より、間違っていたことを教

えられ、お互いを認め合える関係を結びたいものです。 

 

真宗大谷派 光明寺住職 小林尚樹 
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